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耳鼻咽喉科学講座

教　授：森山　　寛　　 中耳疾患の病態とその手術
的治療，副鼻腔疾患の病態
及び内視鏡下鼻内手術の開
発

教　授：加藤　孝邦　　 頭頸部腫瘍，頭頸部再建外
科，画像診断

准教授：今井　　透　　 アレルギー疾患の診断・治
療

准教授：波多野　篤　　 頭頸部腫瘍の画像診断，手
術療法

准教授：小島　博己　　 中耳疾患の病態とその手術
的治療，頭頸部腫瘍の基礎
的研究

准教授：鴻　　信義　　 鼻・副鼻腔疾患の病態と手
術的治療

講　師：飯田　　誠　　 鼻・副鼻腔疾患の病態と手
術的治療，アレルギー疾患
の基礎的研究

講　師：田中　康広　　 中耳疾患の病態とその手術
的治療，中耳真珠腫の基礎
的研究

講　師：吉川　　衛　　 鼻・副鼻腔疾患の病態と手
術的治療，鼻・副鼻腔疾患
の基礎的研究

講　師：飯田　　実　　 音声障害の診断・治療，嚥
下障害の診断・治療

講　師：松脇　由典　　 鼻・副鼻腔疾患の病態と手
術的治療，好酸球性炎症の
基礎的研究

教育・研究概要
Ⅰ．耳科領域

中耳粘膜再生の基礎的実験と臨床応用に向けての
実験をはじめとして，真珠腫遺残上皮を標的とした
遺伝子治療の研究の開発を行っている。特に，現在
中耳粘膜再生技術の臨床応用に向けての準備を行っ
ており，平成 23 年度中には真珠腫性中耳炎および
癒着性中耳炎に対する粘膜再生技術を応用した新し
いトライアルを開始したい。また当院で行った真珠
腫手術についてのデーターはデータベースに記録さ
れ，手術例の病態分析，術式の検討，疫学調査，術
後成績などの検討を行っている。難聴担当では代謝
異常疾患の内耳生理について実験動物を用いた研究
を行っており，難聴患者の遺伝子解析を信州大との

共同研究で行っている。
中耳手術は年間およそ 200 例が行われておいる。

人工内耳手術も各種ディバイスの手術が行われ，特
に炎症性疾患を合併した症例が多いのが特徴である。
さらに錐体部真珠腫などの病変に対しての頭蓋底手
術も脳神経外科との協力のもとに行っており，聴力
および顔面神経機能を保存できる症例が近年非常に
増加している。

中耳炎および難聴外来では現在専門医８人の体制
で，毎週月曜日午後に専門外来を設け，術後患者の
診察，経過観察およびデーターの管理を主に行って
いる。患者数も最近は毎週 60 人を越えている。滲出
性中耳炎外来は毎週火曜日午後に行われ，個々の乳
突蜂巣の発育程度に応じて治療法の選択を行ってい
る。またチューブ留置期間に関しては経粘膜的なガ
ス交換に伴う中耳腔全圧の変化を測定し，個々の症
例に応じたチューブ抜去時期の決定を行っている。

神経耳科領域では，前庭誘発筋電位（VEMP）を
取り入れ，球形囊の機能評価を前庭神経炎，メニエー
ル病，原因不明の浮動性めまい症例等に行い，詳細
な 診 断 や 治 療 に 役 立 て て い る。 ま た 疾 患 別 の
VEMP による球形囊異常の割合やまたメニエール
病の発作期と非発作期，病期に応じての VEMP 異
常の出現率なども検証している。内リンパ水腫推定
検査として，遅発性内リンパ水腫疑い症例にはフロ
セミド負荷 VEMP 等も行っている。

内耳性めまいの中で最も多く見受けられる BPPV
に対しては赤外線 CCD カメラによる眼振検査や
ENG により，原因である患側の半規管の同定を行
うとともに，半規管結石症に対しては理学療法を施
行している。

また中枢性疾患におけるふらつきや偏倚傾向，め
まい症状のある症例に対し，神経耳科的精査を行い
責任病巣について神経内科医とディスカッションし
診断を行っている。

現在は神経内科，放射線医学講座ととともに脳血
流 SPECT を用いた eZIS 解析により前庭皮質の局
在や前庭系からの大脳皮質への投射の研究をすすめ
ている。

Ⅱ．鼻科領域
鼻副鼻腔炎に対する内視鏡下鼻内手術（ESS）の

症例および術後経過に関する前向き研究に関しデー
ター解析を行った。とくに，手術時合併症，術後難
治化に関わる因子，嗅覚障害の予後，自覚症状およ
び QOL の改善度，好酸球性副鼻腔炎また真菌性副
鼻腔炎の有病率，などを中心に，詳細な検討を行っ
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ている。さらに，ESS については拡大適応と安全
性の向上を目指し，立体内視鏡画像とステレオナビ
ゲーションとを重畳表示させるハイテクナビゲー
ション手術を施行し，問題点・改良点を抽出した。
現在，機械の精度や性能を改良中である。その他，
慢性副鼻腔炎術後急性増悪の際に使用する抗菌薬に
ついて治療効果に関する比較検討を行ったり，アレ
ルギー外来に通院中の患者よりスギ花粉飛散前後で
鼻汁および血清を採取し，スギ花粉飛散前後で IL
－ 33 などのサイトカインや Eotaxin などのケモカイ
ンを定量し比較検討を行っている。診療においては，
本年度より嗅覚外来を新規で開き，種々の嗅覚障害
患者に対する病態究明と治療方法の開発を始めた。

教育を目的として，新鮮凍結死体標本を用いた解
剖実習を新たに開設したスキルスラボにて行い，頭
蓋底手術および通常の内視鏡下手術トレーニングと
新しい術式の検討を開始した。

Ⅲ．頭頸部腫瘍領域
研究面においては，手術の際に摘出した標本から

DNA を抽出し，分子標的薬のターゲットとなる
EGFR の発現性を見て，それらを今後の研究面や臨
床面に応用できるような基礎となる研究を行ってい
る。また今後は，中咽頭癌，口腔癌等の発生に関与
していると言われているヒト乳頭腫ウィルス（HPV）
の発現を調査する臨床研究や癌ワクチン療法の治験
等の臨床面，研究面の様々な分野での癌治療に関わ
る取り組みを行っていく予定である。

現在の当院における頭頸部癌治療の主体としては，
①手術② RT（放射線治療）③ CRT（放射線化学
療法併用療法）である。治療の選択としては，それ
ぞれ各癌の局在，進行度，社会的背景，年齢，Per-
formance Status 等のこれらの要因を考慮した上，
また頭頸部癌診療ガイドラインに沿った形で決定し
ている。手術おける特徴としては，通常の進行癌に
対する根治手術（例えば下咽頭癌に対する咽頭喉頭
全摘・遊離空腸再建術や喉頭癌に対する喉頭全適術
等）を施行しているが，機能温存治療として，可能
な症例に対しては特に発生機能温存目的にして，積
極的に喉頭温存手術（下咽頭部分切除術・遊離皮弁
再建術や喉頭部分切除術）を行い，喉頭温存率，生
存率の両面において両行な成績を得ている。保存的
療法や進行癌に対する後治療として，RT 治療や
CDDP・5FU 併用による CRT 治療を行い良好な成
績を得ている。診断においては，NBI 内視鏡を日
常診療に用いて，中下咽頭表在癌の診断・治療を行
い，早期癌の診断・治療に役立てている。

Ⅳ．音声・嚥下機能領域
声帯ポリープ・ポリープ様声帯・声帯嚢胞に対し，

全身麻酔下にマイクロフラップ法を用いたラリンゴ
マイクロサージェリーを行っている。また，声帯ポ
リープ，声帯嚢胞などで，入院の上での全身麻酔下
手術が困難な症例に対しては，可能な限り，フレキ
シブルファイバースコープ下での外来日帰り手術を
行っている。喉頭ファイバー及びストロボスコープ
所見のみでなく，手術前後の音響分析・空気力学的
検査・Voice Handicap Index（VHI）を用いた比較
を行うことにより，手術適応及び術式決定ができる
よう検討を行っている。

片側性声帯麻痺に対しては，長年アテロコラーゲ
ンの声帯内注入術による外来日帰り手術を行ってき
た。アテロコラーゲンの声帯内注入術の限界と考え
られる症例に対しては，喉頭枠組み手術を積極的に
行っている。

痙攣性発声障害に対し，ボツリヌストキシン注入
術を 2004 年 12 月より大学倫理委員会の承認のもと
行っている。症例は増加傾向にあり，診断・治療に
関する臨床的検討を進めるとともに，ボツリヌス治
療無効例に対する外科的治療も今後の課題である。

嚥下障害の評価と治療には神経内科リハビリテー
ション科など他科との連携，および看護師をはじめ
とする co medical とのチームワークが重要である。
嚥下内視鏡および嚥下造影検査などをもとに症例の
評価を行い，治療方針を決定している。

Ⅴ．睡眠時無呼吸症候群領域
当院における睡眠医療は耳鼻咽喉科だけでなく，

内科，精神科，歯科と共に 2004 年から共同診療を
行っているが，近年，OSAS に対する認識が広まり，
受診患者数は増加傾向にある。一方，専門医師や技
師の不足，夜間業務の人手不足などにより，診断や
治療の遅れが問題となっている。太田睡眠科学セン
ターにおいても，耳鼻科，精神科，呼吸器内科，循
環器内科，小児科，歯科など多様な対応が可能な体
制をとっているが，受診患者数の増加は著しい。そ
こで，遠隔睡眠診療，遠隔睡眠検査を 2009 年より
導入し，新たな対応策を講じている。

臨床研究項目としては，①アレルギー性鼻炎と睡
眠障害，②遠隔睡眠医療の拡充，③成人 OSAS に
対する新しい外科治療に加え多くの診療科の知識の
統合をめざす，④小児 OSAS における手術治療お
よび保存治療の有用性，⑤ UPPP の効果と適応に
関する研究を掲げ行っている。
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　「点検・評価」
今年度は，５月にザ・プリンスパークタワー東京

にて第 110 回日本耳鼻咽喉科学会・学術講演会を主
催した。それにむけて，講座の多くのスタッフが事
務的な雑務に忙殺されたにもかかわらず，論文投稿
や研究発表など比較的多くの研究業績を残すことが
できた。また，研究を遂行する上での重要な研究資
金として，文部科学省の科学研究費補助金も基盤研
究，若手研究と計９題の交付を受けた。

耳科領域の手術に関しては中耳疾患のみでなく側
頭骨錐体尖部病変，頭蓋底病変，内耳道病変に対す
る手術手技の工夫や成績の評価を行った。鼻科領域
の手術においても内視鏡下鼻内手術の術式の適応拡
大を行い，眼窩底骨折，下垂体手術，鼻・副鼻腔腫
瘍や頭蓋底病変なども対象疾患としえた。頭頸部腫
瘍領域では，血管内治療（Interventional radiology: 
IVR）の頭頸部癌への応用を行うとともに，化学療
法同時併用放射線療法を行い，機能温存を図る工夫
も行っている。喉頭・音声領域では日帰り手術とし
ての喉頭疾患への手術の確立を目指している。反回
神経麻痺に対するアテロコラーゲン注入術の症例数
も増え成績も安定している。また，痙攣性発声障害
に対するボツリヌス toxin 注射も良好な症状改善が
認められている。睡眠時無呼吸においては，精神神
経科，呼吸器内科，歯科などと総合的な診断と治療
を行うため，専門外来と PSG のための専用ベッド

（２床）が稼働している。現在は，特に顎顔面形態
について画像処理を行い，軟組織と骨組織の点から
分析や，鼻閉が睡眠時の無呼吸に及ぼす影響の検討
を行っている。
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